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Today’s Headline

“ジュネーブから今を見る”

今日のヘッドライン“ジュネーブから今を見る”

今日のヘッドライン
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IMF世界経済見通し：投資や貿易の回復を背

景に2017年の世界成長見通しを上方修正

最近の傾向としてIMFは成長見通しを下方修正するケースが多く見られましたが、今回の世界経済見通しでは金融
市場の改善、設備投資の増加による製造業の回復や、貿易の改善などを背景に小幅ながら上方修正しています。

2017年4月19日

IMF、慎重ながら経済成長見通しを引き上げる

最近の傾向としてIMFは成長見通しを下方修正するケースが
多く見られましたが、今回の世界経済見通しは小幅ながら上
方修正されています。IMFは背景として金融市場の落ち着き
と、設備投資の増加による製造業の回復や、活発な貿易の
回復などを指摘しています。
ただ、過去数十年に比べ成長率の水準は低く、保護主義的
な勢力の台頭に懸念を示すなど弱さも感じさせる内容です。
地域並びに主な国の注目点は次の通りです。
先進国では、米国は2017年（並びに18年も）の成長率見通し
を1月時点の見通しから据え置き、堅調な推移を見込んでい
ます。なお、米国が検討している国境調整税は消費税のよう
な国境調整の仕組みがない米国税制における導入意義を認
識しつつも、保護主義的な面への懸念も指摘しています。
日本は2017年の成長見込みが1.2%と1月時点に比べ改善し
ています。IMFは主な背景として純輸出をあげています。た
だ、2018年は財政による景気押し上げ効果が弱まり、成長は
減速すると見込んでいます。
ユーロ圏では、財政政策や緩和的な金融政策、ユーロ安が
追い風となり、2017年の成長率予想は1.7%と１月時点から上
方修正されました。
一方、新興国は2017年（18年共に）1月時点見通しから据え
置かれました。2017年見通しを見ると、インドやブラジルは据
え置かれています。しかし、中国は6.6%と0.1%上方修正されて
います。背景は公的投資など当局の景気下支え策が維持さ

グローバル

国際通貨基金（IMF）は2017年4月18日、世界経済見通し（
WEO）を公表しました。IMFは今回、2017年の世界の成長率
予想を3.5%とし、3ヵ月前の1月時点見通し（3.4%）から0.1%上
方修正しました（図表1参照）。2018年については3.6%で見通
しを据え置いています（図表2参照）。

どこに注目すべきか：

保護主義、国境調整税、財政政策、新興国

れると見込んでいるためです。また、原油価格の回復に加え、
内需に強さが戻ったロシアも上方修正されています。
一方で、新興国で下方修正されたのは中東、北アフリカで資
源依存の高い国です。IMFは理由として、原油価格回復のた
めの生産調整が輸出に悪影響を与えることと、同地域の地政
学リスクをマイナス要因と指摘しています。
IMFは製造業や貿易の回復に期待をこめる一方、財政政策の
下支えは不確実、ともするとダウンサイドリスクを見込んでお
り、IMFは楽観姿勢を示しながらも先行き慎重と見られます。

図表1：IMFの主な国・地域の2017年経済成長見通し
（時点：2017年1月（左）、2017年4月（右）の2時点比較）

出所：国際通貨基金（IMF）のデータを使用しピクテ投信投資顧問作成
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図表2：IMFの主な国・地域の2018年経済成長見通し
（時点：2017年1月（左）、2017年4月（右）の2時点比較）
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